
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2026年度　定例活動報告書
 実施日時： （日） 9:00～12:00

天候： 曇り
報告者：　 上田・横川・中川 望

項番 作業内容 従事
人数

1 「親子でチャレンジ！里山の森づくりと森あそび」の開催 １６名

　参加された７組の親子を対象に、森林内の自然観察を行いつつ、草笛あそび・アオキ伐採と葉っぱクラフト

　作成・スギ丸太輪切り体験、等を行いました。

 

2 きのこ観察会(10/18)の観察地整備：ササの刈り取りと搬出 １０名

約1000㎡を手刈りと搬出で約50分 コナラの幼木 ヒメツチグリのなかま

 

3 チョウのモニタリング調査 9/22 曇りのち晴（3名）　14種56頭 9/27曇り（9名）　6種13頭 ９名

27日は22日より気温が少し低く、

雲量が多い条件でした。

実施時間帯はほぼ同じです。

 

 

 

 

  

 

参加者　　３６名　　（　　会員　３５名　　サポーター　１名　）

  

 

9月27日

９月は雨の日が多く、月３回の定例活動日の１日目の9/5（土）は小雨下での活動スタート（10時頃に雨は止みま
した）、２日目の9/20（日）は雨のため次週開催のイベント準備以外の活動は中止になりました。本日も天候が心
配されましたが、曇り空ではあるものの雨は降らず、予定どおりイベント（「親子でチャレンジ！里山の森づくりと森
あそび」）を開催することができました。参加された７組の親子は皆さま満足された様子。何よりでした。
本日の活動参加者は、サポーターの大学生のＫさんを含めてなんと総勢３６名。活動内容は、①（前述の当NPO
主催イベント）「親子でチャレンジ！里山の森づくりと森あそび」の開催、②きのこ観察会（10/18）の観察地整備：
ササの刈り取りと搬出、③チョウのモニタリング調査、④ヌマガヤの開花株数カウント・ふじ池でのカウント準備、⑤
園内及び外縁部の除草、⑥当園名の看板作り、⑦自然観察、等々でした。

ウラギンシジミ 2

ヤマトシジミ 18

アカボシゴマダラ 6

ヒメウラナミジャノメ 1

キタキチョウ 2

ヒカゲチョウ 12

ウラギンシジミ 8

モンシロチョウ 1

アオスジアゲハ 1

アゲハチョウ 1

ムラサキシジミ 1

クロアゲハ 1

コジャノメ 1

ヒメジャノメ 1

合計 56

コジャノメ 2

ヤマトシジミ 6

ヒメウラナミジャノメ 1

ウラギンシジミ 2

イチモンジセセリ 1

ヒカゲチョウ 1

合計 13



項番 作業内容 従事

人数

4 ヌマガヤ[千葉県RDB：B（重要保護生物）]の開花株数カウント・ふじ池でのカウント準備 ４名
ヌマガヤの生育株数　（　）内が開花株数 貧栄養な湿性環境を好むとされるヌマガヤの生育株数が、

　こんぶくろ池周辺で目に見えて減少してきた2020年度から生育

　株数調査を開始し2023年から開花株数も併せて調査している。

　左の表のとおり、こんぶくろ池周辺では生育株数が減少し続け、

　 　ほぼ湧水のみに涵養される弁天水路岸辺で開花株数が多い。

弁天水路岸辺で 次回の定例活動

開花中のヌマガヤ。 でふじ池周辺の

周辺のカサスゲは 調査をするため

春に開花する に目印を作成

5 園内及び外縁部の除草 ５名
　最近の長雨で雑草の生育が著しいため、コリドーエリア外縁＆掩体壕付近の外縁部や管理棟付近の除草を
　行ないました。

6 当園名の看板作り ２名

本日は、当園名を刻み込んだ
当園名板を雨から守るための
屋根作りを行いました。

7 自然観察

根元が水につかったクロツバラ（千葉県RDB　重要保護生物：B） サンショウ
9/22撮影（台風25号通過後） 9/27撮影　水がまだ引かない

ワタラセツリフネソウ ワタラセツリフネソウ ミゾソバ
ハナバチのなかま ヒラタアブのなかま

2024年度 2025年度 2026年度

こんぶくろ池周辺 28(0) 22(0) 17(0)

弁天水路岸辺 10(7) 13(10) 13(10)

ふじ池周辺 167(7) 160(33) －


